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    　　　　禁じられても愛しくて

    　

    マイマイ

    　

    こんな夢を見る。

    　

    空も地面も、壁も床も何もない空間。

    そこには彼とわたしのふたりだけしか存在しない。

    　

    その世界でわたしが身につけているものは、純白のウエディングドレス、華やかに飾られたブーケ、薬指にはきらりと輝く銀色の指輪。

    世界中で一番大好きなひとと永遠の愛を誓う、大切な儀式のための花嫁衣装。

    彼がわたしのベールをふわりと持ち上げ、そっと誓いのキスをする。

    力強く抱きしめられるだけで、体の芯が燃えあがりそうに熱くなっていく。

    幸せが溢れ、欲望に飲み込まれる。

    憧れていたはずのドレスはもう邪魔でしかなくて。

    生まれたままの姿で、唇も、頬も、首筋も、胸のふくらみも、そのすべてを彼に差し出したい。

    そう思った時には、すでにそのひとの腕の中。

    誰もいないその世界で、彼の指が頬を伝い、首筋を撫で、乳房を揉みしだく。

    肌の上で器用に遊び続ける指は、やがて黒い茂みのその奥へ。

    声をあげようとするのに、唇はぴったりと塞がれたまま。

    舌は絡め取られて自由を失う。

    甘い唾液が流れ込む。

    敏感な女のその奥は、もうだらしなく濡れている。

    『香奈、可愛いよ……綺麗だよ……』

    彼の甘い囁きは、わたしから最後の理性の欠片を奪う。

    迷うことなく体を開き、彼の全てを受け入れる。体の一部分を繋ぎ合せる、あの行為。

    激しい快楽と共に願いが叶えられたと感じた瞬間……いつも目が覚めてしまう。

    　

    初めて見たその夢は信じられないほど、とてもリアルな感覚だった。

    ベッドの上にひとり置き去りにされたような寂しさを抱えながらも、体の疼きが止まらない。

    下着の中は愛液でぐっしょりと濡れ、乳首の先は恥ずかしいほどに赤く尖って敏感になっていた。

    あの手に、指に、めちゃくちゃにされてしまいたい……そんな想いが浮かび、わたしは慌てて打ち消した。

    女の子なのにそんなこと考えちゃ、だめ。

    でも……こんなにぐちゅぐちゅになっちゃってる……。

    泣きたいような罪悪感に苛まれながらも、火照った体はどうしようもなくて、わたしはしかたなく自分の指で慰めることにした。

    　

    パジャマのボタンを外し、濡れた下着を隠すようにベッドの下へ放り込んだ。

    ベッドにうつ伏せになり、お尻を高く上げて胸をシーツに擦りつける。ひんやりとしたシーツに乳首が触れるだけで声が出てしまう。

    「んっ……うぅん……っ」

    　こんなの、誰にも聞かれたくない。枕に顔を押し付けて、必死で我慢する。

    　指でそっとその先をつまんでみると、あそこからお尻の穴までがキュッとすぼまるような感じがした。

    　気持ちいい……。

    　太ももの隙間を伝って、愛蜜がとろとろと流れてくる。

    　こんなの、だめなのに……。

    　そう思うのに、指の動きは止められない。

    乳肉を強く揉み、もう一度だけ先端をこりこりと弄んだ後、潤んだ足の間に手を伸ばしてみた。

    ざらざらとした陰毛を掻きわけて、たっぷり濡れた割れ目を押し開く。

    中指で粘膜の襞を撫でさすり、関節を曲げてくねらせる。

    我慢できなくて、そのさらに奥へと指を沈みこませた。

    ざらりとした膣壁を引っ掻くと、怖いような快感が押し寄せてくる。

    「ああっ……！」

    指を激しく突き動かす。

    四つん這いのまま、狂ったように腰を振る自分の姿が鏡に映る。思わず目をそらした。

    こんなの、わたしじゃないわ……。

    夢の中で彼に触れられたことを想いながら、何度も擦りあげる。

    顔も体も、熱くて死んでしまいそう。

    噴き出した汗と愛液がシーツの上に染みをつくる。

    もっと、もっと……。

    もう片方の手で花芯を探る。

    すぐに固いしこりが見つかり、それを指で捏ねあげる。

    「あぁ……っん……っ！」

    やがて体の奥で大きな波が巻き起こった。

    手足が痙攣し、全身の力が抜けていく。

    「あ、あっ……いっちゃう……っ！　おにいちゃん……っ」

    枕に顔を押し付けたまま、声にならない声を出した。

    弾けるようなオーガニズム。

    あの夢を見ると、いつもこんなふうになってしまう。

    わたしはそんな自分の体を、どうすればいいのかわからないまま持て余していた。

    　


    ☆	　☆　　☆

    　

    わたしは海沿いにあるこの小さな町で、両親と自分、それに七つ年上の兄と一緒に四人家族で暮らしていた。

    兄、弘樹はとても面倒見が良い。

    勉強や友達のこと、両親との喧嘩……これまでいろんなことを相談して来たけれど、そのすべてに親身になって答えてくれた。

    「それは香奈が良くないかな。もうちょっと言い方を考えなくちゃいけない」

    「よく頑張ったじゃないか。結果はいますぐには出ないかもしれないけど、今回の香奈は偉かったと思うよ」

    悲しい気分のときも、悔しくてたまらないときも、兄の言葉だけは不思議と抵抗なくわたしの心に染み込んでいく。

    そんなふうだったから、兄妹の仲は年齢差のわりには悪くない方だったと思う。

    休日にちょっと買い物に出掛けるときにも、嫌な顔ひとつせずにつきあってくれる。

    だから、一緒に並んで歩くことも多い。

    それ自体は、とっても楽しい時間なんだけど、ひとつ気になる問題がある。

    わたしたち兄妹は、同じ血を引いているはずなのにちっとも似ていないのだ。

    カフェの窓ガラスやショーウインドウにふたりの姿が映るたび、わたしはひそかにため息をつく。

    ふぅ。

    きっと兄は、母親と父親の持つ遺伝子の、良いところだけをピックアップしたに違いない。

    百八十センチを超える長身に、引き締まった筋肉質な体。

    日焼けした顔にさらさらとかかる薄茶色の髪、特徴的な切れ長の目。

    毎年バレンタインになると、大量のチョコレートを持って帰ってくるのもうなずける。

    それに対してわたしのほうはと言えば……。

    とぼけたタヌキみたいな目と小さな鼻、身長も同い年の女の子たちに比べてぐっと低い。

    せめて女の子らしくしたいと思って伸ばしている髪だって、憧れのサラサラストレートには程遠く、癖が強くて毛先が妙に丸まってしまう。

    男の子に言い寄られたことだって、自慢じゃないけど一度も無い。

    「香奈はそのままでじゅうぶん可愛いよ」

    そんなふうに言ってくれる異性は兄ひとり。

    容姿も性格も良くて、勉強もスポーツも優秀な自慢の兄。

    隣にいられることは嬉しいはずなのに、ちっとも釣り合わない自分の姿が、腹立たしいほど気に入らなかった。

    　

    大学に入学してすぐの頃、それまでの受験のストレスも重なって、わたしは両親と大喧嘩をした。

    理由は、後から考えれば笑ってしまうほどささいなことだ。

    夕食の後で酔っぱらった父親が、

    「あはは、弘樹はこのままいけば職場での出世も確実、良い嫁さんもすぐにみつかるだろう……でも香奈はもうちょっと頑張らなきゃいけないな」

    と、冗談交じりに呟いた。

    普段からわたしの気持ちになんとなく気付いていた母親が、気遣うような視線を向けたのにも苛立った。

    どうせ自分はおにいちゃんみたいに出来が良くない。

    一生懸命頑張ったところで、合格したのは誰でも入れるような大学だし、お見合いでもしなきゃ、結婚だって難しいかもって思ってる。

    わかっているけど、どうしようもないじゃない。

    涙が出てきて、怒りと悲しさで心の中がぐちゃぐちゃで、気がついた時には椅子を蹴って叫んでいた。

    「パパとママなんか大嫌い！　死んじゃえ！」

    「香奈！」

    三人が後から何か言っていたけど、そんなものを冷静に聞ける余裕なんてない。

    手元にあったコップを両親に向かって投げつけ、そのまま自分の部屋にこもって一晩中泣き続けた。

    　

    その翌日、まさにわたしの言葉通り、両親はふたりそろって同時に亡くなってしまった。

    あのときのことは、今でも思い出すたびに胸がふさがるような気持ちになってしまう。

    　

    朝、ドア越しに父親の声が聞こえた。

    「昨日のことはパパが悪かったね。香奈の大好きな、あのお店のケーキ買ってきてあげるから、機嫌直してくれよ」

    「……パパなんか、知らない」

    本当は、ごめんねって言いたかった。

    遠くまでケーキを買いに行ってくれるのも嬉しかったのに。

    わたしはくだらないコンプレックスにこだわるばかりで、素直になれなかった。

    　

    その洋菓子専門店は、家から車で三十分ほどのところにある。

    両親が出掛けて行った直後、事故は起こった。

    幅の狭い一方通行の道路に、正面から酔っ払い運転のトラックが突っ込んできたらしい。

    ふたりとも即死だった。

    あのとき、もしわたしが止めていれば……。

    くだらない喧嘩なんか、するんじゃなかった……。

    考えても仕方がないことはわかっていた。

    それでも後悔は尽きない。

    兄とふたりきりになった家の中で、わたしは自分を責め続けた。

    　

    目を閉じれば凄惨な事故現場を思い出し、眠れない夜が続く。

    唯一の家族となった兄ともあまり話をせず、食欲もまるで湧かない。

    わたしは体調を崩し、大学にもほとんど通えなくなってしまった。

    　


    ☆	　☆　　☆

    　

    ある夜、いつものように何度も寝がえりをうちながら横になっていると、兄がわたしの部屋に入って来た。

    今まで一度もこんなことはなかったのに、いったいどうしたんだろう。

    わたしは驚いて体を起こした。

    「おにいちゃん……？」

    「香奈、ちょっといいか。こんな時間に悪いけど、仕事が終わるとどうしても遅くなるんだ」

    抱き枕代わりにしている羊のぬいぐるみを横にどけて、狭いベッドの端に座りながら、兄は少し笑った。

    なんとなくまともに顔が見られなくて、ちょっとぶっきらぼうな返事をしてしまう。

    「別に……わたしのことなんか放っておいて」

    寝転がったまま、いかにも不機嫌そうな態度で兄に背中を向けた。

    それでも柔らかな話し方は変わらない。

    「最近さ、飯もちゃんと食ってないみたいだし、学校もあんまり行ってないんじゃないか？」

    「おにいちゃんには関係ないよ」

    「怒るな……ほら、こっち向け」

    すらりと長い指が、わたしの髪を軽く撫でていく。

    無言のままもう一度体を反転させると、吸い込まれそうな兄の瞳が正面にあった。

    思わず目をそらす。

    「おまえのせいじゃないって、みんな言ってただろう？」

    「えっ……」

    「父さんと母さんの事故のことだよ。あれは香奈のせいなんかじゃない。強いて言うならタイミングが悪かった、それだけだ」

    「……違う」

    事故の直後から、事情を知った親戚も皆が同じことを言ってわたしを慰めてくれた。

    でも、そうじゃない。

    わたしがあんな喧嘩なんかしなければ。

    くだらない意地なんか張らずに、ごめんね、もう気にしてないよって笑えていれば。

    そうすれば事故は起きなかった。

    全部、わたしのせいだ。

    「あれから、ずいぶん苦しんだだろう？　そんなこと、父さんも母さんも望んでないよ」

    「だって、わたしがあの日……」

    「おまえが悪いんじゃないって言ってるんだ」

    頭に置かれた兄の手をぎゅっと握りしめて、そこに顔を埋めるようにして唇を噛んだ。

    どんなに悔やんでも、取り返しがつかないことくらいわかっているのに。

    「パパとママはちっとも悪くなかった……わたしさえいなければ……そうだよ、わたしが代わりに死ねばよかった……」

    兄の両手が、強くわたしの肩をつかんで揺さぶった。

    怖いくらい真剣な目。

    「二度とそんなこと言うな」

    「おにいちゃん……」

    「俺はこれ以上、香奈の悲しむ顔なんか見たくない。すぐには忘れられないってこともわかる。でも、もう自分を責めるのはやめろ……ずっと、そばで支えてやるから」

    兄はそう言った。

    自分がとんでもないことを口走ってしまったのがわかった。

    「ご、ごめんなさい……わたし……ごめんなさい……」

    「もういいんだ。俺の方こそ、もっと早くにこうして香奈と話すべきだった。悪かったな……」

    優しい声が胸に響く。

    頬に添えられた手のひらが、わたしの顔を包み込んだ。

    「父さんたちに比べたら頼りないかもしれないけど……おまえのためにできることがあったら、俺、何でもするから」

    「うん……ありがとう……」

    辛いのは、おにいちゃんだって同じなのに……。

    どうしてこんな馬鹿な妹に優しくしてくれるの……。

    いろいろな想いが湧いてくるのに、どれひとつとしてうまく言葉にならない。

    兄の手に力がこもる。

    顔に強く押し付けられたその手は、びっくりするほど熱かった。

    「寂しいときは、ちゃんと寂しいって言ってくれ。いつでもこうやって、そばにいてやるくらいはできる。もっと、俺に甘えていいんだ」

    兄の顔がぼやけてよく見えなくなった。

    ひとりで全部抱え込んで、突っ張って……。

    わたし、いったい何をしていたんだろう。

    いままでの悲しさや寂しさが全部まとめて溢れだしてきて、その胸にしがみついたまま思い切り泣いた。

    ぼろぼろ流れ落ちる涙を、兄の着ているスウエットの胸が吸い取っていく。

    「大丈夫、香奈……俺がついているから……」

    囁くような声が、辛い映像を追い払ってくれる。

    温かな腕に包まれ、ぎこちない手つきで髪を撫でられているうちに、わたしはいつのまにか目を閉じて深い眠りに落ちていた。

    　

    どのくらい時間が過ぎた頃だろう。

    ふと目が覚めると、すぐ隣に兄が並んで眠っていた。

    そうか、おにいちゃんもあのまま寝ちゃったんだ……。

    ほとんど何も見えない暗闇の中でも、兄と体をくっつけ合っていると不思議なほど安心できた。

    兄の広い胸に頬をつけて、また少しうとうとしていると、耳元で寝言のような兄の声が聞こえてくる。

    「香奈、ごめんな……ずっと寂しい思いさせてごめん……」

    いいよ、おにいちゃん、気にしないで……。

    目を閉じたまま、心の中で返事をした。

    おにいちゃん、ありがとう……おにいちゃん……。

    眠りの世界に引き込まれながら朦朧とした意識の中、兄の手がそろそろとわたしの肌の上をなぞっていく。

    額から鼻筋、あごのライン、耳、そして首筋。

    少しくすぐったいような感じもしたけれど、そのままじっとしていた。

    「可愛いよ、香奈……」

    今度は耳の横あたりに、小刻みに震える唇を押し付けられた。

    きっと、心配してくれているんだ。

    そう思っているうちに、兄はどんどん際どい部分に触れてくる。

    指がパジャマの上から胸元に伸ばされ、手のひらで包み込むように揉み始めた。

    そして、何度か迷うような動きをした後、パジャマのボタンをひとつひとつ外し始める。

    えっ、やだ……。

    その下には、なにも着けていない。

    大きな手のひらが、ゆっくりと裸の胸を撫でまわす。

    なに？　これって……どういうこと……？

    おにいちゃん、いったい何をしているの？

    びっくりしすぎて、頭が真っ白になった。

    「うぅん……」

    寝がえりをうつふりをして、できるだけ自然な感じで兄に背を向けた。

    一瞬、はっとしたように兄の動きが止まり、指が離れる。

    「俺は何を……」

    小さな声が聞こえ、兄がベッドから抜け出した。

    毛布の隙間に冷たい風が忍び込む。

    わたしはほっとしたのと同時に、まだ離れて欲しくないような、物足りないような、何とも言えない気持ちになった。

    今の、なんだったのかな……。

    胸がドキドキして、とても眠れるような状態じゃない。

    身じろぎひとつせずにいると、再び毛布が捲られる気配がした。

    兄はわたしの口元に耳をつけるようにして寝息を確かめた後、今度は背中から体を押し付けるようにして強く抱きしめてきた。

    お尻に固くて熱いものが当たる。

    これって……まさか……？

    「香奈、ごめん……」

    兄の荒々しい吐息が耳にかかり、本当にどうしたらいいのかわからなくなった。

    声を出すこともできない。

    また指が胸のふくらみに伸びてくる。

    柔らかさを確かめるような動きが繰り返され、乳首の先をつまんで捏ねまわされた。

    いや……なに……？

    体が、変になりそうだった。

    わたしだって子供じゃない、何をされているのかくらいはわかる。

    でも……まさか、おにいちゃんがこんな……。

    混乱している間も指は動き続け、どんどん大胆にわたしの体を責めてくる。

    「ああ……可愛い……」

    後ろから引き剥がすようにしてパジャマを脱がされた。

    背中全体にキスをされながら、ズボンとパンティも下ろされてしまう。

    お尻を撫でられ、その中央のラインをなぞられる。

    わずかに腰が震えた。

    太ももの隙間から、指がするりと滑り込む。

    そんなところ、自分でも触ったことなんかないのに……。

    どうしてこんな……。

    怖い、怖いよ……。

    体を硬くして、力いっぱい目をつぶって耐えた。

    割れ目の中心で小さな円を描くようにされると、ぞくりと肌が粟立つ。

    「うわ……濡れてる……こんな……香奈……もう……」

    とぎれながら聞こえてくる兄の呟きと、くちゅくちゅという粘ついた音を聞いていると、お腹の奥のほうがじんじんと痺れてきた。

    心臓の鼓動が速まる。

    わたし、どうなっちゃうんだろう……。

    いいの？　こんなことされて……。

    指が淫唇を割り、体の内側にまで潜り込む。

    はじめは一本だけ、そして中をほぐすようにしてから二本目の指が挿入される。

    ああっ……！

    感じたことの無い熱がお腹の中で暴れ出す。

    兄がお尻に股間を擦りつけるようにして腰を振り始めた。

    「ごめん……香奈……俺……」

    激しく揺さぶられながら、快感の波に翻弄される。

    だめ……こんなの、だめ……。

    でも……わたし、いま……気持ち……いい……。

    指がわたしの奥深くまで侵入してくるにつれて、背筋や足先に電流を流されたような痺れが起こった。

    全身が激しく痙攣する。

    息が苦しい。

    お願い、早く終わって。

    懸命に呼吸を整えて、目を閉じたまま、何も気付かずに眠っているふりをした。

    兄はわたしを抱き締めたまま、愛おしそうに頬ずりをする。

    「ああ……好きだよ、香奈……誰にも渡さない……俺がずっと守ってやるから……」

    甘い声がしっとりと流れ込む。

    やがて兄の動きがゆっくりと止まり、お尻から腰のあたりに火傷しそうに熱い液体が放出されたのを感じた。

    そこで記憶が途切れている。

    　


    ☆	　☆　　☆

    　

    「……香奈、起きろ。朝だぞ」

    「えっ……？」

    窓の外はもうすっかり明るく、兄は仕事用のスーツを着てベッドの横に立っていた。

    もう朝？

    昨日のあれはいったい……？

    寝ぼけた頭のまま体を起こすと、兄がいつもの優しい笑顔でわたしの額をつついた。

    「俺はもう仕事に行くけど、飯は冷蔵庫の中に適当に用意して入れてあるから。香奈は痩せすぎだよ、今日は無理してでも食べるんだ。いいね？」

    「ああ、うん。ありがとう」

    掠れた変な声しか出ない。

    兄は表情を変えずに続けた。

    「それから、今日は調子が良かったら学校に行ってみたらどうかな。あまり長く休んでいるのは良くないだろうし」

    「わかった……あの、昨日は……」

    昨日はありがとう、と言おうとしたのに、兄は少しだけ口元を歪めて、

    「あんまり心配させるなよ」

    とだけ言い残し、部屋を出て行ってしまった。

    　

    真夜中の出来事を思い出す。

    あれは……夢……？

    自分の姿を確認すると、寝る前と同じようにきちんとパジャマを着ている。

    ちょっと少女趣味のイチゴ模様。

    ボタンはひとつも外れていない。

    えっと、おにいちゃんが部屋に来て、話をして、それから……？

    今となっては、一緒に並んで眠ったことすらあやふやだった。

    夢、だよね。

    わたしったら、どうしてあんな夢見ちゃったんだろう……？

    いくら考えても納得いく答えは見つからなかった。

    　

    わたしはその日、兄の言葉に従って用意されていた食事をとり、数日ぶりに学校に行くことにした。

    学校ではすぐに友人たちが駆け寄ってきて、わたしの周りを取り囲んだ。

    「香奈！　大丈夫なの？　無理しないでね」

    「ねえ、これ授業のノート。もうすぐテストでしょ？　使って」

    「大変だったよね……役に立てることがあったら何でも言ってね」

    ああ、ここにもわたしのことを心配してくれている子たちがいたんだなあ……。

    頑なだった心が解れていく。

    授業の内容はまるで頭に入らず、ちょっとよそ事を考えていると自然とあのことが思い出されて、顔が熱くなってしまった。

    この胸に、おにいちゃんの指が……。

    あんなところまで、いじられちゃうなんて……。

    ああもう、夢に決まってるってば！

    頭の中から追い出そうとするのに、気を抜くとあの感覚が蘇ってきて体の真ん中あたりがむずむずしてしまう。

    だから必死で考えないようにするけど、でも意識するとよけいにうまくいかなくて……。

    友人と一緒にいてもずっとそんな調子で、わたしは帰宅するまでにすっかり疲れてしまった。

    　

    夕方、家に帰るとすでに兄が帰宅していた。

    「ただいま……」

    「おかえり！　今日は学校に行けたんだな、よかった」

    台所から聞こえてくるその声は、やっぱりいつもの兄と何も変わらない。

    わたしはどう接していいかわからず、玄関先で固まってしまった。

    たかが夢のことくらいで馬鹿みたいだと思う。

    でも、本当にあんなことされていたとしたら、平気でなんかいられるはずがない。

    またぐるぐると終わりの無いループに嵌っていると、兄が台所から出てきて不思議そうにわたしを見た。

    「何やってんだ？　今夜はカレーでいいかな。コンビニと冷凍食品ばっかりじゃ体にも悪いし」

    右手には包丁、左手には半分ほど皮が剥かれたじゃがいもがひとつ握られている。

    まじまじと兄の顔をのぞきこむようにしてみても、そこには気まずさの欠片も見当たらなかった。

    「なんだよ、俺の顔になんかついてるか？　ああ、カレーが嫌だったらシチューにも変更できるけど」

    「あ、違うの、そういうことじゃなくて……わたし、やるよ。カレーぐらいなら作れるから」

    「本当に？　血だらけのじゃがいもなんか、俺は食べたくないんだけど」

    からかうような言い方に腹が立った。

    ひとの気も知らないで。

    今日一日、ずっとおにいちゃんのことばっかり考えてたのに。

    わたしはどすどすと足を踏み鳴らしながら台所に入り、兄の手から包丁を奪い取った。

    「もう！　できるってば！」

    そうはいったものの、料理なんて慣れていない。

    薄く剥いたはずのじゃがいもの皮は異様にぶ厚く、食べる部分がほんの少ししかなくなってしまう。

    「あはは、香奈、それ、里芋くらいのサイズになっちゃってるから」

    「ひどい！　もっと言い方ってものがあるでしょう？」

    怒ってはみたものの、なんだか自分でもおかしくなってきて、ふたりで顔を見合せながら声をあげて笑った。

    心のつかえが、またひとつ取れたような気がした。

    　

    そして、夜。

    眠る前に、ちょうど部屋へ戻ろうとしていた兄に声をかけた。

    「おにいちゃん、昨日は、その、ありがとね」

    「えっ？」

    兄が風呂上がりの濡れた髪を拭きながら振り返る。

    前髪の隙間からのぞく目が、ちょっとドキッとするくらい鋭かった。

    「あの、わたしの話、聞いてくれてありがとう。いっぱい泣いちゃったけど、すごく楽になれたから……ちゃんとお礼が言いたかったの」

    「なんだ、話なんかいつでも聞くよ……ごめん、明日も早いんだ、おやすみ」

    「お、おやすみなさい」

    バタンと閉じられたドアの前で、わたしはしばらく立ち尽くしていた。

    　

    結局、あの夜のことはあいまいなままだ。

    兄はそのことに触れようとしなかったし、わたしもはっきりと問いただす勇気がなかった。

    ただ、その日を境にわたしはきちんと学校に通えるようになり、ほんの少しずつではあるけれど、事故が起きる以前の日常を取り戻すことができるようになった。

    思い切り泣いたことや、ずっと抱えてきた罪悪感を言葉にして吐き出したことが良かったのかもしれない。

    兄妹の関係にも、特に変わったところは無かったように思う。

    くだらない冗談を言い合い、ときには一緒に買い物に出掛け、表面上は穏やかな時間が流れていった。

    　

    それからしばらくして、わたしはあの夢を見始めた。

    夢の中での、口に出すのも恥ずかしいほど淫らな場面。

    肌に刻まれた、忘れられない快感。

    繰り返し見ることで、予感は確信へと変わっていった。

    やっぱり、あの夜のことは夢なんかじゃなかったんだ……。

    どれだけごまかそうとしても、体はしっかりと覚えている。

    骨ばった大きな手に何をされたのか。

    薄い唇に、白い歯に、どんなふうに弄ばれたのか。

    　

    『香奈、可愛いよ……』

    耳元での囁きを思い出すだけで、胸がキュッと締めつけられる。

    昼も夜も、兄のことばかり考えてしまう。

    まるで……恋をしたように。

    だからといって、どうすればいいのだろう。

    学校で出会うような、ほかの男の子たちとはわけが違う。

    相手は実の兄なのだ。

    異性として意識することすら、いけないことだとわかっている。

    でも……。

    日が経つにつれ、心は兄のことでいっぱいになり、体はせつない疼きを増していく。

    こんな気持ち、誰にも相談できない。

    どうしておにいちゃん、わたしにあんなことを……？

    そうして考えている間さえも、この体は触れられたいと悲鳴をあげる。

    手をパジャマの裾から差し入れて、弾力のあるふくらみに手を伸ばす。

    乳首を軽く捻り、その先を優しく撫でるとため息が漏れるほど気持ちがいい。

    下腹部のあたりが、ひくんと反応する。

    ぬるぬると蜜液が染み出す秘裂は、抵抗なくわたしの指を受け入れていく。

    欲望のままに中指を突き動かしながら、親指で陰核を刺激する。

    「んっ……はあっ……」

    こんなこと、したくないのに……。

    でも感じちゃう……。

    快感は何処までも高まるけれど、決して満たされることはない。

    あの夜と同じ熱い体に、逃げられないほど強い力で抱きしめられたい……。

    もう、めちゃくちゃに犯されてしまいたい……！

    そこで指が止まった。

    何考えてるの……わたしったら……。

    自分をこんなふうにさせてしまう兄に対して、怒りにも似た気持ちが湧いてくる。

    「おにいちゃん……もう、どうしたらいいの……」

    泣いてみたところで、答えが見つかるわけもない。

    兄への想いが、日毎に大きくなっていく。

    このままでは自分が壊れてしまう。

    ある日の真夜中、わたしは助けを求めるようにして、兄の部屋のドアを叩いた。

    　

    「遅くにごめんね、ちょっといい？」

    声を掛けると、すぐにくぐもった眠そうな声が返ってきた。

    「ん……？　香奈……？」

    ガサガサと物音が聞こえ、寝癖で乱れた髪の兄が顔をのぞかせた。

    「どうした？　……眠れないのか？」

    「そ、そうなの。あのね、そっちで一緒に寝ても、いい？」

    「えっ……」

    眠そうにしょぼしょぼしていた目が、驚いたように見開かれた。

    「お願い。なんだか寂しくて、ひとりでいたくないの。ねえ、いいでしょう？」

    「……うん、まあ別に……あっ、おい」

    兄が戸惑ったように視線を彷徨わせている隙に、わたしはさっさと部屋の奥にあるベッドに潜り込んだ。

    　

    すぐ隣にあるこの部屋に、実はほとんど入ったことがない。

    ぬいぐるみやカラフルな雑貨に溢れているわたしの部屋とは対照的に、兄の部屋はものすごくシンプルだった。

    ほとんど物置のようになっている学習机、細身の本棚、あとは作りつけのクローゼットと濃いブルーのシーツが掛けられたベッドだけ。

    自分とは違う、大人の男性の匂いがした。

    ベッドの中はほかほかと暖かい。

    「あはは、おにいちゃんの部屋ってこんな感じだったんだね。あんまり入ったことないから新鮮だなあ」

    わざと明るい口調で笑って見せた。

    緊張で声が震えそうになる。

    でも、ここで逃げ出すわけにはいかない。

    「なんだよ、まったく……」

    兄は軽くため息をついた後、あきらめたようにわたしの隣に並んで横になった。

    　

    狭いベッドで、お互いの体が触れ合う。

    あんなに欲しかったものが、すぐそばにある。

    心臓が跳ねあがる。

    「ねえ、おにいちゃん……」

    「ん……？」

    何て言えばいいんだろう。

    嫌われたくない、怖い、でも……。

    「あのときみたいなこと、してもいいよ」

    自分の口をついて出た言葉に赤面してしまう。

    胸の鼓動が速すぎて、呼吸をするのも苦しくなる。

    「お、おまえ、何を……」

    慌てたように体を起こそうとする兄の頬を両手で支え、そっと唇を重ねた。

    ああ、やわらかい。

    それは夢の中とまったく同じ感覚で、体の内側に炎のような熱さが生まれる。

    「香奈……おまえ……」

    「あれからずっと、忘れられなかったの……この手にされたこと……」

    ごつごつとした手をつかみ、胸元に導いた。

    パジャマの上からでも、乳房の先が尖りきっているのはわかるはず。

    「自分でも、触っちゃった……いままでそんなこと、一度もしたことなかったのに」

    兄は黙ったまま、じっと動かなかった。

    太い指の先を、ひりひりするほど固くなった乳首に当てる。

    「……こんなふうになっちゃってるの、おにいちゃんのせいだよ」

    責めるつもりなんてない。

    ただ、恥ずかしさを隠したいだけ。

    兄の苦しげな声が聞こえた。

    「ごめん……何て言ったらいいか……あのときは、どうかしてたんだ……」

    「謝らなくていいの、だってわたし、少しも嫌だなんて思わなかったよ」

    「香奈……」

    「すごくびっくりしたけど……おにいちゃんになら、何をされても……」

    もう一度キスをして、今度は深く舌を潜り込ませた。

    おにいちゃんのことが、大好き……！

    溢れてくる想いが抑えきれない。

    こんなことをして、嫌われてしまったらどうしよう。

    変な妹だって思われて、口もきいてもらえなくなったら……。

    不安は山ほどある。

    それでも、兄を求める気持ちのほうがずっと強かった。

    　

    両肩をつかんで強く揺さぶられた。

    唇が離れる。

    怖いほど真剣な兄の目が、暗い部屋の中で光った。

    「おまえ、本気でこんな……」

    「わたし、あれからずっとおにいちゃんのこと……」

    火照った頬の上を涙の筋が伝う。

    「香奈にこんな苦しい思いをさせていたなんて……全然知らなかった……ごめん、ごめんな……」

    広く平らな胸に抱き寄せられた。

    兄の心臓も、わたしに負けないくらい速く激しく脈打っている。

    そこに手を添えてぴったりと耳をつけ、肌のぬくもりを感じながら目を閉じた。

    「わたし、おかしいのかな。こうしていると、おにいちゃんに、もっと触って欲しくなるの……」

    「だめだ、そんな……」

    「そうだよね、変だよね……でも、わたしにあんなこと教えたの、おにいちゃんだよ……？」

    「あれは……」

    「ただ、なんとなく触ってみたかっただけ？　女の子なら、誰でもよかった？」

    「ち、違う！　誰でもいいわけないだろう！」

    「いいよ、無理しなくても……どうせ、わたしなんて」

    唇を痛いほど強く吸われた。

    顔を背けようとしても抱きすくめられて動けない。

    「んっ……！　苦し……」

    「どうしておまえは、そんなに自分に自信がないんだ……？」

    「だ、だって……」

    「香奈……おまえのことが可愛いから……大事だから……俺は……」

    「わたし、可愛くなんかないよ！　おにいちゃんにも全然似てないし、賢くもないし、ずっとそれが嫌で……っ」

    兄の体が覆いかぶさる。

    ベッドのスプリングが軋み、両手をシーツの上に押し付けられた。

    足の間に、兄の膝が割って入る。

    怖い……。

    小柄なわたしは、まるごと潰されてしまいそうな恐怖に陥る。

    それでも、おにいちゃんになら、いい。

    壊されたってかまわない。

    「香奈は可愛いよ……すごく……だから、あんなこと……俺だって、あれからずっと苦しかった……」

    絞り出すような言葉が耳に心地よく響く。

    おにいちゃんも、平気だったわけじゃないんだ……。

    薄いパジャマを捲りあげられる。

    裸の胸がひやりとした空気に晒される。

    「は、恥ずかしいから……あんまり、見ないで……」

    「綺麗だ……香奈」

    たぷんと乳房を持ち上げるようにして揉まれる。

    舌と口の中の粘膜で乳首を転がされ、忍び寄る快感に夢の中にいるような気持ちになった。

    「あ、んっ……だめ……」

    ぺちゃぺちゃといやらしい音が耳に届く。

    柔らかな突起を舐め上げられるたび、体がひくひくと反応する。

    「嫌なら、やめてもいいんだ……無理するな」

    優しい囁きに、夢中で首を横に振った。

    「うそ……やめないで……もっと……」

    「……おまえ、あのときは寝たふりしていただけなのか？　どうして止めなかった」

    「だって……なんだか、気持ち良くて……あぁっ……」

    唾液で濡れた先端を軽くつねられるだけで悲鳴が出た。

    「そんな声出すなよ……俺、おかしくなりそうだ……」

    「おかしくなって、いいから……お願い、もっと、して……」

    あそこが熱くなって、じんじんと疼き始める。

    自分から腰を浮かせ、パジャマのズボンとパンティを脱いだ。

    「香奈……！」

    「熱くて……苦しいの、助けて、おにいちゃん……」

    兄の動作から迷いが消える。

    首筋をねっとりと舐め、鎖骨から乳丘の盛り上がりまでをゆっくりと愛撫する。

    片方の手が足の付け根へと這い進み、少し開いた茂みの中を探りだす。

    淫唇が潤み、愛液がお尻のほうへと流れ落ちていく。

    「すごいな……ここ……めちゃくちゃ濡れてる……」

    「い、言わないで……うぅん……っ」

    夢と同じ、あのくちゅくちゅという音。

    指が割れ目の真ん中を撫でる。

    そこから襞を丁寧に捲るようにして潜り込む。

    「熱いよ……香奈の奥……」

    「ん、ああっ……うぅっ……」

    指先のくねるような動きがたまらない。

    腰が自然に揺れてしまう。

    誰にも見せられない、こんな姿……。

    溶けちゃいそうだよ……。

    途中で指がするりと引き抜かれる。

    「そのまま、じっとして……」

    太ももを兄が両手で押さえつけ、その間に顔を埋めようとする。

    思わず体を起こした。

    「えっ、何？　そんなところ、汚いよ……」

    「香奈のは全然汚いなんて思わない……ほら……」

    ぬるりとしたものが、秘裂に隠れた小さな肉豆をくるくると刺激する。

    「やっ、そんな……んっ、ぅんっ……」

    「動いちゃだめだ。もっと気持ち良くしてやるから」

    舌が陰部を舐め上げていく。

    ぐにゅぐにゅと膣壁の深いところまで侵入してくる。

    頭の中で火花が散る。

    「だめ、だめええええっ！　……あ、あっ……」

    「いいよ、このままいっちゃって……」

    粘膜の内側を繰り返し責め立てられ、わたしは背中をのけ反らせて喘いだ。

    突き抜けるような快感に、全身が痺れる。

    苦しい。でも、信じられないくらい気持ちいい。

    足を抱えあげられ、さらに深く舌を挿入された。

    小刻みな振動が与えられると、淫らな叫びを堪え切れなくなる。

    「いやああああっ、もう、死んじゃう……許してええええっ！」

    内臓のすべてが暴れ出すような絶頂感。

    兄が体勢を変え、わたしを強く抱き締める。

    太ももに股間の猛りを擦りつけてきた。

    激しく腰を振りながら、目を細めてキスをする。

    「ああ……俺の……香奈……」

    その声がまたわたしの体に火をつける。

    「おに……ちゃん……もっと、もっと……」

    兄の体にしがみつき、自分から舌を絡ませた。

    潮の味がする。わたしの体から染み出した蜜の味……。

    唇が離れ、再びあの部分に深く指を突き立てられた。

    二本の指が奥の奥まで抉るようにして掻きまわす。

    淫液が終わりなく滴り落ち、シーツの上に染みを作る。

    「あ、ああああっ……！」

    「……ずっと前から、おまえのこと……だからあのとき、我慢できなかった……」

    せつない声と共に、指は狭い隙間で蠢き続ける。

    下腹の奥がびくびく痙攣して、腰がうねるように動く。

    「あ、あ……いっちゃう、いっちゃうよぉ……」

    「いいよ、香奈の顔、もっと見せて……俺……ごめん……こんなことして……」

    「おにいちゃん、おにいちゃんっ……！」

    愛しさが溢れ、堪え切れない快感が駆け抜ける。

    涙が止まらない。

    思わずしがみついた兄の体が軽く震え、太ももにどくどくと精の塊が放出された。

    お互いの激しい鼓動が、肌を通して伝わってくる。

    熱い体を寄せ合い、わたしたちはしばらく黙って抱き合っていた。

    　

    その夜から、わたしは毎晩のように兄の部屋を訪れるようになった。

    もちろん、同じベッドで眠るためだ。

    裸になり、温かなシーツの中で肌を寄せ合う。

    それはかけがえのない、幸せな時間だった。

    兄妹での行為が許されないのは、最初からわかっている。

    それでも、わたしたちはまるで麻薬に溺れる中毒患者のように、そうすることをやめられずにいた。

    　

    蕩けるように甘い時間は、同時に漠然とした不安も連れてきた。

    おにいちゃんは、わたしのことを好きだって言う。

    優しく受け入れてくれる。

    だけど。

    こんなこと、いつまでも続けていていいのかな……。

    どれだけ好きになって深く愛し合ったとしても、どこにも辿りつけないのに。

    恋人になることも、結婚することも……わたしたちの前には、目指すべき未来がない。

    これから、どうなってしまうの……？

    わからない。

    欲しかったものを手に入れたはずのわたしは、以前よりもずっと深刻な悩みを抱え込むことになってしまった。

    　


    ☆	　☆　　☆

    　

    そうして半年が過ぎた頃、急に兄の帰宅時間が遅くなり始めた。

    夜中の十二時、一時なんていうこともしょっちゅうで、どうかすると明け方に帰ってくることもあった。

    理由を尋ねても、はっきりと答えてはもらえない。

    「おにいちゃん、大丈夫？　そんなに仕事、忙しいの？」

    「ああ……うん。ちょっと疲れているんだ、話はまた今度でいいかな」

    そんなふうに、いつもはぐらかされた。

    頑張って起きて待っていても、やっぱり「疲れているから」の一言で、一緒に寝ることを拒まれる。

    ちょっと前までは、あんなに毎晩可愛がってくれたのに。

    突然の変化に気持ちが掻き乱され、何をしていても落ち着かない。

    せめて、話だけでも聞かせてほしかった。

    それなのに、兄はまるでわたしを避けるように早朝には家を出て、遅くに帰ってくると自室にこもってしまう。

    本当に仕事が忙しいだけかもしれない。

    もしかして、何かおにいちゃんに嫌われるようなことでもしちゃったのかな……。

    ちゃんとした理由が知りたい。

    だからといって、疲れている兄に対して、あまりしつこく絡むのもためらわれた。

    やり場のない苛立ちがつのる。

    「もう……おにいちゃんの馬鹿……」

    わたしはひとりベッドの中で悶々としながら、寝不足の日々を過ごしていた。

    　

    「……ねえ、香奈？」

    「えっ、ごめん、何？」

    大学で一番仲の良い友人、麻衣が目の前で首をかしげている。

    「だから、最近よくボーッとしてるなあって思って。何なの？　悩み事？」

    「悩み、っていうか……」

    「いや、別に無理に話さなくてもいいけどさ。ちょっと気になっただけ」

    お昼時の学食は、いつものように混んでいる。

    目の前にいる相手の話し声さえも、かき消されてしまうほど賑やかだ。

    昼休みはあと十五分。

    麻衣はさっぱりとした性格で、わりとどんなことでも相談しやすい。

    そんな彼女に対しても、さすがに兄と深い関係になっていることは言えなかった。

    もしも知られてしまったら……考えるだけで怖い。

    それでも、自分の中だけで抱えているのが辛すぎる。

    わたしは、重苦しい気持ちのほんの一部分だけを聞いてもらうことにした。

    「最近、おにいちゃんの帰ってくる時間が遅くて……なんとなく、ちょっと心配なんだよね……」

    「ああ、そうか。香奈のところ、いまお兄さんとふたり暮らしだっけ」

    「そ、そうなの。最近、すごく疲れてるみたいだし、それで……」

    前みたいに一緒に寝てくれなくなっちゃった。

    それが寂しくてたまらないの、どうしたらいい？

    本当はそう言ってしまいたい。

    でも、言えるわけがない。

    麻衣はきょとんとした目でわたしを見ている。

    「ふうん……でもさ、子供じゃないんだし、お兄さんのことは放っておいても大丈夫じゃない？　ていうか、彼女でも出来たんじゃないの？」

    「か、彼女！？」

    そんな……。

    頭を殴られたような衝撃を受けた。

    「やだ、そこまで驚くようなこと？　たしか、お兄さんって香奈よりもずっと年上でしょ？　彼女くらい、いないほうが大問題だって」

    考えたことも無かった。

    兄が女の子に人気があることは、よく知っていたはずなのに。

    「でも、そんなこと、わたし……何にも聞いていない……」

    わたしのこと、大好きだって言ってたじゃない……。

    まさか。

    でも……。

    麻衣が長い髪を揺らしながら、呆れたように笑う。

    「あはは、わざわざ妹に『彼女出来たんだ』なんて普通は言わないよ。香奈だって、自分に彼氏が出来たときにさ、いちいち報告する？　しないでしょ？」

    「そ、それは、そうかもしれないけど……」

    「うーん、香奈は奥手だもんね。お兄さんのことなんて気にする前に、さっさと彼氏つくっちゃえばいいのに」

    「わたしが……？」

    「そう。彼氏が欲しいなら、今度男の子紹介してあげる。あ、もう昼休み終わっちゃう！　早く行かなきゃ」

    麻衣はわたしの分の食器まで重ねて、人混みの中を器用にすり抜けながら、大慌てで返却口に走って行った。

    そんなこと、あるわけないよね……。

    おにいちゃんに恋人なんて……。

    もしも、そうだったら……？

    見えない『兄の彼女』の存在を考えると、胸が掻き毟られるように痛んだ。

    　

    その日は夜中の二時になって、ようやく兄が帰って来た。

    疲れた表情で、目の下にはクマが浮いている。

    「おにいちゃん、おかえり」

    「香奈……まだ起きていたのか」

    「うん、今日も遅かったんだね」

    「ああ、まあな」

    そう言って、そそくさと部屋に戻ろうとする兄の腕をつかんだ。

    「待って、ねえ、おにいちゃん……ひとつだけ教えて」

    声が震える。

    でも、聞かないわけにはいかない。

    「あの……ひょっとして、彼女、できた？」

    少し間をおいて、兄が低い声でゆっくりと答えた。

    「なんだよ、いきなり」

    「ううん、なんとなく。そうなのかなって思っただけ」

    やんわりと腕に絡めた手を離される。

    宙に浮いた指が行き場を失う。

    「そうだ」

    「え？」

    空気が凍りつく。

    いま、何て言ったの？

    「おまえの思っている通りだ」

    「恋人が、いるってこと？」

    兄は静かに頷いた。

    「ちょっと待って、じゃあ……彼女がいるのに、わたしにあんなことしてたの？　ねえ、そんなのって最低じゃない？」

    知らず知らずのうちに口調が厳しくなってしまう。

    自分が制御できない。

    お願い、嘘だよ、違うんだって言って。

    「そうだな、俺は最低だよ」

    「おにいちゃん……！」

    黙ってわたしに背を向け、兄は部屋のドアを閉じた。

    　

    ひどいよ、こんなのってない。

    わたしのこと、散々好きだとか可愛いとか言ってたくせに。

    いまさら、彼女がいるなんて。

    どうせ、わたしより彼女のほうがずっと大切なんだ。

    きっと、朝早いのも、夜遅いのも、デートのためだったんだ。

    そのひとにも、いっぱいエッチなことしてるのかな。

    わたしのことは触ったりするだけだったけど、もしかして最後までやっちゃってたりして……。

    頭の中で繰り広げられる妄想に、悲しい気持ちよりもむしろ腹が立って仕方がなかった。

    もういい。

    おにいちゃんがそんなことするなら、わたしだって。

    　……まだ一度も男の子とつきあったことなんてないけど。

    『彼氏が欲しいなら、今度男の子紹介してあげる』

    昼間の麻衣の言葉を思い出した。

    明日にでも、さっそくお願いしてみようかな。

    絶対に、おにいちゃんに負けないくらいの彼氏を見つけてやるんだから。

    壁に思い切り枕を叩きつけ、思いつく限りの兄の悪口を心の中で喚き続けた。

    　


    ☆	　☆　　☆

    　

    翌日の授業が終わった後、麻衣はわたしのお願いを快く引き受けてくれた。

    学校帰りに立ち寄るいつものカフェで、飲み終わったカフェオレのカップをくるくると回しながら笑う。

    「あはは、ようやくその気になったんだ。いいよ、こう見えても男友達は多いの。香奈にぴったりな子を呼んであげる」

    麻衣が携帯電話を取り出し、電話をかけようとするのを、びっくりして止めた。

    「え、いますぐ？　そんな急に……」

    「何言ってんのよ、こういうことは早い方がいいんだって……あ、もしもし？」

    わたしの言葉なんて聞こうともせずに、麻衣は強引に電話の向こうの相手と話を進めた。

    でも、気分がどん底まで落ち込んでいるこんなときは、この強引さにも救われる。

    「……うん、香奈と……そう、大丈夫？　駅前の……じゃ、待ってるから、はーい。……香奈、むこうもすぐ近くにいるみたい。めちゃくちゃ乗り気だよ」

    「そ、そう……」

    「えっ、緊張してんの？　そういうところ、ほんと可愛いよねえ」

    「馬鹿にしてるでしょ？　どうせ、わたしは麻衣みたいに美人でもないし、モテモテじゃありませんから」

    おおげさに頬を膨らませて拗ねて見せると、麻衣がお腹を抱えて笑い出した。

    「あっはっは、赤ちゃんみたいな顔して。そういうね、純情っぽいところって男ウケ良いと思うんだけどな」

    しばらくお互いの異性の好みや恋愛観について話をしているうちに、ぽんと肩を叩かれた。

    「楽しそうだね、ここ、いい？」

    顔を上げると、同じサークル仲間の吉永拓也が立っていた。

    慌てて荷物を置いていた隣の席を空ける。

    「あれっ、麻衣が呼んだのって、拓也くんだったの？」

    「そうだよ、だって前から香奈のこと良いなって言ってたもん。ね？拓也」

    「直球だなあ、そんなズバズバ言われると困るんだけど……俺も何か飲み物買ってくるよ」

    拓也が顔を真っ赤にして行ってしまうと、麻衣はにやにやと悪戯っぽい目をしてわたしに耳打ちした。

    「あの子さ、実はわたしの小学校の時からの幼なじみなんだ。最近は合うたびにずっと香奈の話ばっかり。ま、全然知らない者同士ってわけじゃないし、うまくやりなよ」

    「ええ？　まさか、もう帰っちゃうの？」

    「わたしも彼と約束があるしね。ちゃんと帰りは家まで送るように言っておくから」

    麻衣はさっさと席を立って、拓也に声を掛け、そのまま店を出て行ってしまった。

    いきなり、ふたりきりにされても……。

    吉永拓也は、サークル繋がりで顔と名前だけはわかるという程度の知り合いだった。

    背は兄と同じくらいで、誰にでも愛想が良く、ちょっと軽い雰囲気を持つ。

    光の加減で赤く見える髪と、笑ったときに口元からのぞく八重歯が印象的だ。

    「ごめん、ちょっと混んでて時間かかった。それ、もう冷めてるだろ？　良かったらどうぞ」

    「あ、ありがとう……」

    差し出されたカップには、温かいココアが湯気を立てていた。

    「麻衣ったら、さっさと帰っちゃって……ごめんね、急に呼び出したりして。嫌だったら、そう言ってくれても」

    「嫌な相手にわざわざ会いに来るほど、おひとよしじゃないよ。香奈ちゃんがいるって言うから飛んできたんだ」

    「そんな……わたしなんて、全然……」

    顔が熱くなるのがわかった。

    すごく、照れる。

    「あのさ、最初に確認してもいいかな」

    「確認？」

    「そう、あの……麻衣にちょっと聞いただけなんだけど、彼氏を探してるって本当？」

    「あ、うん。探してるっていうか……その、良いひとがいれば、って感じなんだけど」

    拓也が満面の笑みを浮かべ、テーブルに身を乗り出してきた。

    「へえっ、本当だったんだ。てっきり、香奈ちゃんて、ほら、雰囲気あるし、絶対彼氏いるんだと思ってた」

    一瞬、兄の顔が頭をよぎった。

    大好きって、思ってたのに。

    だめ、もう考えないようにしよう。

    「そんなひと、いない。わたし、モテないし、男の子と付き合ったことなんて一度もないの」

    「それさ、モテないんじゃなくて、男に興味が無かっただけなんじゃない？　だって俺、去年からずっと香奈ちゃんのこと……」

    「えっ……？」

    拓也がいきなり立ち上がって、深々と頭を下げた。

    「こういうの慣れてなくて、どう言えばいいかわからないけど……俺でよかったら、香奈ちゃんの彼氏にしてくださいっ！」

    まわりの席にいたひとたちが、じろじろと興味深げな視線を投げかけてきた。

    囃したてるような声まで聞こえる。

    すごく恥ずかしかったけど、ストレートな拓也の態度は潔く感じられたし、沈んでいたわたしの気持ちを浮き立たせてくれた。

    それなのに、胸の奥がずきんと痛む。

    忘れなくちゃいけない……おにいちゃんのことは、もう……。

    「ありがとう。こちらこそ、よろしくお願いします」

    同じように立って頭を下げると、拓也は飛び上がらんばかりに喜んだ。

    「わっ、いいの？　これ、夢じゃないよね？　どうしよう、俺ちょっと泣きそうだ」

    おおげさだな、と思って拓也の顔を見ると、本当に目が赤くなっていてびっくりした。

    こんなに喜んでくれるなんて……。

    なんだか申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

    真っ直ぐにわたしのことを想ってくれる、その気持ちに応えたい。

    誰かの代わりだなんて、そんなこと思っていてはだめ。

    兄への感情を振り切るように、わたしは精一杯の笑顔を作った。

    　

    カフェを出てからは、子供みたいにはしゃぎながら手を繋いで歩いた。

    恋人同士というよりも、幼稚園の子供同士のじゃれあいといった雰囲気が近いような気もした。

    男の子とこうして歩くのは初めてだったけど、拓也との会話が楽しくて、それほど緊張はせずに済んだ。

    「あの、呼び方なんだけど、香奈って呼んでもいい？」

    「うん、もちろん。じゃあ、わたしも拓也って呼ぶ」

    「うひゃあ、幸せすぎて死にそうだ……俺、今日で一生分の運を使い果しているんじゃないか」

    「あはは、大げさなんだから」

    「いや、ちょっと怖くなってきた。明日になって、やっぱり夢でしたなんて言われたら、ちょっと立ち直れそうにないや」

    何度も自分の頬をつねる姿も面白い。

    ときどき立ち止まったりしながら、のんびりおしゃべりしているうちに、すっかり遅い時間になっていた。

    　

    家の前に着いてからも、拓也は身振りを交えながら最近あったという面白い話をたくさん聞かせてくれた。

    「あはは、拓也って話上手だね。知らなかった」

    わたしがそう言うと、拓也は笑顔を輝かせてガッツポーズをしてみせた。

    「ほんとに？　香奈にそう言ってもらえると嬉しいな！　俺、香奈のこと絶対大事にするよ。いつも笑っていてもらえるように、頑張る」

    なんて素直で、わかりやすいんだろう。

    思わず頬が緩みそうになるはずの言葉なのに、素直に喜ぶことができない。

    こういうの、おにいちゃんから聞きたかったな……。

    うつむいて黙りこんだわたしを、拓也が不安そうに見つめる。

    取りつくろうように顔を上げ、思いついた言葉を口にした。

    「拓也……そんなにわたしのことを……？」

    「言っただろ？　ずっと前から好きだったんだ。俺、あんまり女の子の相手得意じゃなくて、どうやって声かけていいかわからなかったけど」

    「わたしも、拓也のこと大事にする。好き」

    後ろめたさを打ち消すように、耳元で囁く。

    「いま、好きって言った？　俺のこと？」

    「うふふ、言った。大好き」

    ……嘘ばっかり。

    いいの、これからきっと、この子のことを好きになれる。

    こうしているうちに、おにいちゃんとのことも本当に忘れられるかもしれない。

    拓也の顔が近付く。

    「香奈……」

    わたしを抱き寄せ、そっと唇を重ねる。

    柔らかで、懐かしいような感触。

    「ん……」

    それほんの一瞬で、すぐに体は離れ、土下座しそうな勢いで頭を下げられた。

    「ご、ごめん！　俺、調子に乗っちゃって……あー、もう今日はダメだ。ちょっと頭冷やして帰る。また明日、学校で！」

    拓也は大きく手を振り、あっという間に道路の向こう側へ消えてしまった。

    　

    兄は、まだ帰らない。

    真っ暗な家の中で、小さく舌を出してみた。

    ふんだ。

    おにいちゃんがいなくたって、拓也がいるもん。

    手を繋いで歩くだけでも、あんなに大騒ぎして喜んでくれる。

    おにいちゃんなんかとは、全然違う。

    拓也のほうが、ずっと大事にしてくれる。

    こんな、おにいちゃんのことばかり考え続けているわたしのことを……。

    ごめんね……拓也……

    わたし、ずるいよね……。

    せっかく生まれて初めての彼氏が出来た記念の日なのに、こんなに泣けてくるのはどうしてだろう。

    ひんやりとした廊下にお尻をつけて、わたしは理由のわからない涙を流し続けた。

    　

    それからもずっと兄の帰宅は遅く、同じ家に暮らしているのに、顔を合わせることすら稀になった。

    ひとりでいる時間は、寂しさに押し潰されそうになる。

    でも、わたしには拓也がいた。

    学校では公認のカップルとして扱われ、顔を会わせるたび麻衣に冷やかされる。

    彼はチャラチャラした見た目からは想像もできないほど、真面目で思いやりのある男の子だった。

    休日に何処かへ遊びに行っても、必ず自宅まで送ってくれる。

    わたしがため息のひとつでもつけば、何か悩みがあるのかと心配そうに問いかけてくる。

    そのささやかな優しさが、逆に辛くて苦しかった。

    わたしは、拓也のむこうに兄の姿を求め続けていたのだから。

    　

    拓也と付き合い始めてから、また毎晩のようにあの悩ましい夢を見る。

    朝になって、自分の指で快感の続きを得ようとするとき、堪らない虚しさに襲われた。

    夢の中での相手は、いつまでたっても兄のままだ。

    恋人は拓也のはずなのに。

    いつになったら忘れられるのだろう。

    太い指で奥の方まで突き上げられた、あの感覚。

    柔らかな舌に責められ、快楽に溺れていく時間。

    拓也に対するものとは違う、もっと切実に『欲しい』と思う気持ち。

    体がじんじんと疼き、そうなってしまう自分が許せない。

    わたしは自分の心がどこにあるのか、そんなことさえもわからなくなってしまった。

    　


    ☆	　☆　　☆

    　

    「で？　どうなの、最近は」

    「どうって……何が？」

    いつものお昼休み、麻衣が食堂のランチセットをつつきながら、上目づかいでわたしを見た。

    麻衣はわたしと拓也が、仲の良い恋人同士だと信じて疑わない。

    「拓也のことに決まってるじゃない。あれから二ヶ月くらい経つでしょ？　もう、やっちゃった？」

    はっきりしすぎた言葉に、お茶を噴き出しそうになる。

    「ちょっ、やめてよ、何を言いだすの……」

    「また顔が真っ赤っかだ。香奈って何でも顔にすぐ出ちゃうよね。その調子じゃまだかなー」

    拓也とは、あの後もキス以上のことはしていない。

    無理にその先をしなくても、手を繋いだりするだけで十分な気がしていた。

    ……そんなの、ただの言い訳。

    拓也とは、それ以上の関係になりたいと思えなかった。

    まだ兄への想いに引き摺られている。

    麻衣と拓也を心の中で裏切り続けているような、言いようのない暗い気持ちが心に影を落とす。

    「わ、わたしたち、別にそんなこと必要ないもの。拓也だって……」

    「馬鹿ね、むこうは遠慮してるに決まってるよ。香奈のほうからちょっと誘ってあげれば、きっとすぐにその気になるって」

    「拓也はそんな子じゃないもん、わたしたちは麻衣が思ってるみたいなこと、全然ないんだから」

    「えーっ、年頃の男と女なんだよ？　エッチしないほうが不自然だって。男はみんな狼なんだからね」

    ガオー、と両手をこっちに向けて、麻衣が襲いかかるポーズをとる。

    もしも、拓也にそんなことをされたら……。

    わたしは、ちゃんと受け入れられる？

    わからない。

    自信が持てない。

    揺れる気持ちをごまかすように両手で顔を覆い、「こわいよー」と泣き真似をしていると、横から声が飛んできた。

    「だれだ？　俺の香奈をいじめるやつは」

    顔を上げて振り返ると、ちょうどお昼を食べに来たらしい拓也がいた。

    息が止まりそうになる。

    麻衣が馬鹿馬鹿しい、と鼻で笑う。

    「いじめてなんかないわよ、ねえ？　香奈」

    「さあ、どうだったかな……麻衣ったら意地悪ばっかり言うんだもん」

    「あはは、意地悪なんて言わないで。まあいいわ、何か進展あったら教えてね。エッチな報告、楽しみにしてるから」

    「麻衣！」

    話の内容がよくわからないというように、拓也がわたしと麻衣の顔を見比べていた。

    　

    「そういえば、お昼の麻衣との話、いったい何だったの？」

    学校から家までの帰り道にある古い公園で、拓也が思い出したように言った。

    「あれは……麻衣がふざけていただけよ」

    いくつかある遊具は、錆びてところどころ赤茶色に変色している。

    あとは四人掛けのベンチがひとつあるだけ。

    背の高い木々が生い茂り、場所によっては昼間でも光が遮られて薄暗い。

    最近はここのベンチでおしゃべりをしてから家に帰るのが、日課のようになっていた。

    あまり人が来ないから、落ち着いて話ができる。

    「でもほら、香奈の顔、真っ赤だったし……あいつときどき無神経なこと言うからさ。意地悪されたんなら、俺がガツンと怒ってやる」

    本気で麻衣に食ってかかりそうな態度に、仕方なくわたしは話していた内容を説明した。

    エッチしたのか、とか、男はみんな狼だ、とか。

    それを聞くうちに、拓也も耳まで赤くなる。

    「あいつ……そんなこと……どういうつもりだ。あ、香奈、俺は全然そんな、襲いかかったりなんて……」

    「うふふ、拓也はそんなことしないってわかってるよ」

    「そ、そっか……なら、いいんだ」

    気詰まりな沈黙が続く。

    もう、麻衣のせいで変な雰囲気になっちゃったじゃない。

    風に揺れるブランコを見ながら、しばらくぼんやりしていた。

    ……こんなとき、おにいちゃんならどうするだろう。

    黙って抱きしめてくれるのかな。

    ずっとあの腕の中にいられたら、わたし……。

    「香奈……どうかした？」

    拓也の声で我に返った。

    大好きな彼氏といるはずなのに、またおにいちゃんのことばかり……。

    「ごめん、なんでもないの……」

    時間は夜の十一時。

    公園にはほかに人影もない。

    すぐ横の道路を通り過ぎるひとたちも、足早に過ぎ去って行く。

    「ああ、もうこんな時間だ……香奈、そろそろ帰らなくて平気？」

    「うん……」

    ベンチに座ったまま、拓也の肩に頭をのせた。

    なんとなく、帰りたくなかった。

    拓也との関係を進めたら、どうなるんだろう……。

    そんな誘惑に心が揺れる。

    「香奈の髪、いい匂いするね」

    「そうかな……ありがとう」

    「なんか、すげえドキドキする……あのさ、香奈」

    「ん……」

    「キス、したい」

    細い指が顎に添えられる。

    目を閉じると、唇が重ねられた。

    夢の中の映像を思い出す。

    兄にベッドの中でされてきたことがフラッシュバックした。

    甘い唾液が流れ込み、舌が口の中にまとわりついてくる。

    いつもは、こんなことしないのに。

    拓也と兄の顔が重なった。

    真ん丸な茶色の瞳に、困惑した表情のわたしが映っている。

    「麻衣の話じゃないけど……いま香奈に誘われたら、俺……我慢できないかも」

    頬から首筋を撫でられた。

    その声と手の動きに、自分の体が求められていることを感じた。

    「た、拓也……」

    この相手がもしおにいちゃんなら、わたし……。

    ブラウスの丸いボタンが外されていく。

    「香奈のこと、欲しい……」

    片腕でしっかりと肩を抱いたまま、洋服の中に手を入れようとしてくる。

    拓也らしくない強引な態度。

    怖くなって、ブラに触れようとする指を押し戻した。

    「えっ、ねえ……ちょっと待って……」

    「俺だって男なんだ……ごめん、香奈……」

    ごめん、香奈。

    おにいちゃんと、同じ言葉。

    ふっ、と体から力が抜けた。

    はだけた胸元から、フリルのたくさんついた下着がのぞく。

    視線が、広く開いた胸に注がれている。

    見られたくない。

    「拓也、もうやめて……」

    真上にある照明が、ちかちかと明滅する。

    震える指先が、胸のあたりに触れた。

    「好きだよ……香奈……」

    「いやっ……」

    胸の谷間にあった下着のホックが外され、白い乳房が露わになる。

    拓也の指がそれを鷲づかみにした。

    「柔らかい……こんなに……」

    「やっ……やめて……」

    麻衣の言葉は本当だった。

    拓也は別人のようにわたしをベンチの上に押し倒し、舌を吸い、荒々しく胸を揉みしだく。

    乳首に指が当たると、思わず声が出た。

    「ああっ……！」

    「もうここ、固い……香奈、敏感なんだ……可愛い……」

    「嫌なの、ほんとに、もうやめて……っ」

    胸の先をちろちろと舐めまわされる。

    少しも気持ち良くなんかない。

    それなのに、体はすっかり熱くなり、足の間はじっとしていられないほど疼きあがっている。

    このまま、抱かれてしまえばいいのかな。

    そうすれば、心も体も拓也のものになれるのかもしれない。

    でも、そんなのって……。

    触られれば触られるほど、違和感は大きくなるばかりだった。

    興奮した拓也の顔を押しのけて、わたしは体を起こした。

    「た、拓也……ねえ、やっぱり……だめ、ごめん……」

    「俺のこと、好きじゃないの？」

    「す、好きよ、好きに決まってるじゃない……でも……だめ……」

    「そんなの……いまさら止められないよ……」

    「あぅ……んっ……」

    拓也はさらに強く乳首を吸い、ストッキングの上から下腹部にまで手を伸ばしてきた。

    華奢なストッキングは簡単に破れてしまい、その隙間からパンティの中に指を入れられる。

    無遠慮な動きが不快だった。

    陰部の裂け目を探られても、あのめくるめくような快感は訪れない。

    体はただ、違う、違う、と叫んでいる。

    「こんなに濡れてるじゃないか……大丈夫、誰も見てないよ……」

    「いやっ……」

    くちゅ、くちゅ。

    指の動きに合わせて、あの音が聞こえてくる。

    嫌だ。

    拓也には、こんなことされたくない。

    「もう……我慢できない、香奈が欲しい……」

    「だ、だめだってば……」

    体を捩るようにしても、拓也の腕の中から逃げられない。

    猛った股間を押し付けられる。

    赤黒く怒張したそれは、ひどくグロテスクに見えた。

    てらてらと光った先端が、ずらされたパンティの横から潜り込んでこようとする。

    「優しくするから……じっとして……」

    「お願い、嫌なの……やめてえええええっ！」

    助けて……！

    そのとき、見慣れたスーツ姿の男性が視界の片隅に入った。

    　

    「か、香奈……？」

    近付いてきたのは、仕事帰りの兄だった。

    あわてて拓也を押しのけ、シャツで胸を隠す。

    信じられない、どうしよう……変なところ見られちゃった……。

    動揺した様子の兄が、走り寄ってきてわたしの腕をつかんだ。

    「おまえ、こんなとこで……何をやっているんだ」

    顔から血の気が引いている。

    横柄な言い方に、わたしは強気を装って言い返した。

    「お、おにいちゃんには関係ないでしょ？　……彼氏と、ちょっと遊んでただけだもん」

    拓也は何が起こったのかわからないようで、地面に座り込んだまま呆然としている。

    兄は見たことも無いほど厳しい目で拓也を睨みつけ、強引にわたしの腕をつかんで立ち上がらせた。

    「痛いなあ、やめてよ！」

    「うるさい！　帰るぞ……そこの、おまえも帰れ」

    迫力のある声に、拓也が弾かれたように立ち上がる。

    「やめてよ、おにいちゃんには関係ないって言ってるでしょう！？」

    「……話は帰ってからだ。さっさと服を着ろ」

    有無を言わせない響きに逆らえるわけもなく、わたしはそそくさと落ちた下着を拾い、ブラウスのボタンを止めた。

    無言のまま背中を押される。

    拓也にごめんね、と心の中で謝り、兄に引き摺られるようにして自宅に戻った。

    　

    「どういうことだ！　おまえ、あんな男と何してたんだ！」

    玄関に入るなり、兄は怒りに全身を震わせながら怒鳴り散らした。

    わたしも負けずに声を張り上げる。

    「大きな声出さないでよ！　彼氏と遊んで何が悪いの？　あんなところに割って入るなんて、頭おかしいんじゃない！？」

    「なんだと？　遊ぶったって、男とあんな……おまえは誰が相手でもいいのか！」

    「何言ってんの？　おにいちゃんだって彼女がいたのに、わたしにあんなことしたじゃない！」

    兄が言葉に詰まる。

    何かを取りつくろうように視線が彷徨う。

    「お、俺は……」

    これまでの不満が湧きあがってくる。

    どうせなら、言いたいことを全部言ってやろうと思った。

    「おにいちゃんは良くて、わたしはだめなの？　勝手なこと言わないでよ、わたしがどれだけ傷ついたか知らない癖に！」

    「だ、だからって、俺がだめなら他の男でいいなんて……そんなだらしないことをするとは思わなかったよ！」

    「だ、だらしない？　だらしないのはどっちよ、目の下に真っ黒なクマができるまで彼女と遊び歩いて……そんなに彼女といたいなら、わたしのことなんて放っておけばいいじゃない！」

    「彼女……？」

    「そうよ、言ったじゃない、彼女がいるんだって！」

    「……それは……誤解だ」

    「いまさらごまかそうったって、そうはいかないんだから。毎晩真夜中まで帰ってこなかったし、理由だってちゃんと教えてくれないで……」

    わたしの勢いもそこまでだった。

    兄が脱力したように、笑い出したからだ。

    「な、なんで笑ってるの……？」

    「……嘘、だよ」

    「え？」

    「全部、嘘だ」

    　

    「彼女なんかいないよ。帰りが遅かったのは、おまえと顔を合わさないようにするために、ずっと職場に残っていただけだ」

    「な、なに……それ……どうして……」

    久しぶりに、兄の大きな手が頭にのせられた。

    ささくれ立った気持ちが、静かに凪いでいく。

    「そもそも、香奈にあんなことするつもりじゃなかった。本当なんだ、ずっと我慢していた……でも、抑えきれなくて、あんな……」

    兄が悔しそうに唇を噛む。

    「おにいちゃん……」

    「一度してしまうと、もう止められなくなった。おまえを抱いているだけで幸せだったけど……兄妹であんなこと、続けていていいわけないだろう？」

    「それは……」

    おにいちゃんも、わたしと同じことで苦しんでいたの……？

    知らなかった……。

    「俺は、香奈に幸せになって欲しいんだ。いずれ、彼氏を見つけて、嫁に行く日が来るだろう……それまでに普通の兄妹に戻っておかなきゃいけないと思った」

    「わたしの、ため……」

    「きちんと話をすればよかったのに、俺も馬鹿だな。あんな不自然なやり方しかできなかった。おまけに、今日は彼氏とデート中のおまえを見かけてこのザマだ」

    自嘲気味に笑う兄の顔を見ていると、すごくせつなくなってしまう。

    忘れることなんて、できるわけがなかった。

    「おにいちゃんのこと、何もわかってなくて……あんなことして、心配かけて……ごめんなさい」

    頭を撫でていた手が止まる。

    「心配？　そんなんじゃない。俺は、おまえと一緒にいた男に……嫉妬したんだ。自分から離れようとしたはずなのにな」

    「嫉妬？　それって……」

    兄の腕が強くわたしを抱き締めた。

    大好きなあの匂いが、胸いっぱいに広がる。

    「香奈が好きで、どうしようもないよ。ごめんな……俺、やっぱり、おまえを一生どこにもやりたくない」

    「わたしも……どこにも行きたくないよ、おにいちゃんと、ずっと一緒にいる……」

    温かな腕の中で、わたしは欲しかったものをやっと探り当てたような気がした。

    　

    汚れた服を脱ぎ、シャワーを浴びてから、久しぶりに兄のベッドにもぐりこんだ。

    やっぱり、一番居心地がいい。

    裸になってじゃれあうように肌を合わせているうちに、兄が耳元で囁いた。

    「……今日、あいつにどんなことされた？」

    「どんなって……」

    「教えて、香奈。キスは、した？」

    「……うん」

    「気持ち、よかったか？」

    「あはは、ヤキモチ？　なんだか、おにいちゃんらしくないよ」

    穏やかなキスの雨が、顔と首筋に降り注ぐ。

    唇のまわりを舐められると、たちまち体が反応し始めた。

    「んっ……おにいちゃん……わたし……もう……」

    胸を撫でまわされ、乳首をぎゅっと抓られた。

    「ここも触られたんだろ？　服、脱いでたもんな……」

    あんなこと、思い出したくもない。

    苦し紛れに嘘をついた。

    「何も……されてない……」

    兄がくすくすと笑う。

    「嘘はだめだ。ちゃんと答えたら……そうだな、香奈のやってほしいこと、なんでもやってあげるから」

    「なんでも……？」

    おにいちゃんは、わたしがやって欲しいことを知っている。

    あそこがじゅうぶん過ぎるほどに濡れていく。

    「……触られたよ、胸、舐められたり……」

    「そうか、そんなことまでされたんだ……こんなふうに？」

    乳肌に指が埋まる。

    薄桃色の突起が咥えられ、歯がこりこりと当たった。

    「あぁっ……！」

    「あいつにも、そんな声聞かせたのか？」

    鋭い瞳が、じっとわたしの体を見つめている。

    指先が小さなその先端を圧迫してくる。

    ぞわぞわとした快感が這い上がり、震えが止まらない。

    「そんな……声なんて、出してない……気持ち良くなんて、なかった……ほんとだよ……」

    「それから？　あとは何をされた？」

    低く煽るような声に、背筋がぞくぞくする。

    強く吸われた紫色の跡が、いくつも乳房に残った。

    「うぅっ……んっ……スカート、捲られて、それで……ここ、くちゅくちゅって、指で……」

    「ここ……？」

    　

    兄は焦らすようにうち腿を愛撫した後、濡れた恥毛の奥に触れた。

    割れ目を上下になぞるような動きが繰り返され、そのたびに粘液の絡まる音が響く。

    敏感な肉芯を捕らえた指先が、ぐりぐりと容赦のない刺激を与えてくる。

    「うぁ……おにいちゃ……ん……だ、だめ、そこ……だめぇ……」

    拓也に対するときとは違い、自分の声に媚びが交じっているのがわかる。

    拒絶ではなく、甘え。

    口にした言葉は、このときだけ真逆の意味になる。

    「香奈はここが弱いんだもんな……もうぐしょぐしょだ」

    「あ……ひうっ……」

    指が陰部の中央に潜り込む。

    それは一気に奥まで突き進み、ぐねぐねと淫肉をこじる。

    頭がぼうっとして、何も考えられない。

    「気持ちいい？　香奈……答えて」

    「いい、気持ち、いいっ……！　おにいちゃ……ん……欲しい、おにいちゃんのが欲しい……！」

    指だけじゃなくて、おにいちゃんの全部が欲しい。

    わたしの本当の気持ち。

    誰に何と思われてもいい。

    好きなのは、欲しいのは、おにいちゃんだけ……！

    「俺も……ずっと、香奈が欲しかったよ……」

    指が引き抜かれ、思い切り抱きしめられた。

    広い背中に腕をまわす。

    もう、引き返せない。

    お互いの覚悟を確かめ合うように、深い口づけを交わした。

    　

    両足を大きく広げられ、あの熱くて固いものが押し当てられた。

    「おにいちゃん……」

    初めてのことが怖くて、夢中で肩にしがみつく。

    「ずっと、一緒だ……香奈……」

    太く大きな肉の塊が、わたしの中に押し入ってくる。

    その重圧感に、心臓が縮みあがった。

    指に力を込めて堪える。

    わたしの入口が、待ちかねたようにその先端を受け入れる。

    体の内側が引き裂かれていく。

    「ああっ……！」

    経験の無い痛みが走り、顔を歪めながら必死に耐えた。

    「香奈、大丈夫か？　無理なら言っていいぞ」

    兄が少し腰を引く。

    あとに空虚な感覚が残る。

    「いいよ、大丈夫……もっと、奥までちょうだい……」

    痛くても、嬉しい。

    やっとおにいちゃんのものになれるんだから。

    再び腰が沈められる。

    肉棒が膣壁を擦りながら、狭い通路を押し広げていく。

    体温が上がり、汗が噴き出す。

    「っ……！」

    「香奈の中、ぎゅうぎゅう締め付けてくる……気持ちいいよ、香奈……」

    体の奥の秘密の扉が開かれる。

    あのじんじんと疼く場所に、とうとうそれが到達した。

    おにいちゃんと繋がっている……。

    こんなに深くまで……。

    満たされた感覚は痛みを遠くへ押しやり、大きな快感の波を呼ぶ。

    「わたし……やっと……おにいちゃんのものに……なれた……」

    「ああ……香奈は、俺の……俺だけのものだよ……」

    兄がゆっくりと動き始める。

    小刻みに、やがて大胆に。

    肉の杭が打ち込まれ、子宮の入り口までもこじ開けられる。

    「ああああっ、すごい、すごいよおおぉぉっ……！」

    溢れる蜜が太ももを伝ってシーツを濡らす。

    足が震え、意識が飛びそうになる。

    「可愛い……香奈……」

    「んっ、ああっ……」

    深く入ったところで、腰骨を押さえつけられた。

    ぐりぐりと蜜壺を掻きまわされる。

    突き上げられるたびに、気が狂いそうになる。

    「おに……ちゃん……、わたし、もう、変になる……」

    「香奈、可愛い……もう、他の男になんか渡せない……」

    「いいよ、わたし、おにいちゃんだけで……ずっと……ううんっ」

    兄のことが愛しくてたまらない。

    体が細胞のひとつひとつまで溶けあっていく。

    お腹の奥のほうがびくびくしている。

    「俺、もう……だめだ、香奈の中で……いきそう……」

    「わたしも、ねえ、一緒に……いっちゃお……わたしの中に、いっぱい出して……」

    腰の動きが速まる。

    力強く股間を打ちつける音に、ぐちゅぐちゅといやらしい音が交じる。

    根元まで埋め込まれるたびに、わたしは獣のような叫び声をあげた。

    「ああああああっ！　いく、いくううううっ！」

    肉傘が柔らかな襞に引っかかりながら出入りする。

    蜜液は後から後から染み出して、お尻の下に淫らな雫が滴り落ちる。

    筋肉がこわばり、本物の絶頂に全身が痺れたようになる。

    もう……だめ……。

    「香奈、好きだよ……愛してる……」

    「おにい……ちゃん……」

    弛緩した体内に焼けつくような塊が弾け、兄の体が痙攣する。

    それを受け止めながら、わたしは遠のく意識の中でこれ以上ないほど満たされた想いを感じていた。

    　

    目が覚めると、隣で兄が頭を抱え、深いため息をついていた。

    いったいどうしたんだろう。

    手を伸ばして、さらさらした髪を梳いてみた。

    「どうかした……？」

    「ああ、起きたのか……俺、ほんと馬鹿だな。香奈の幸せを願ってるとか言いながら、とうとう最後までおまえのこと……」

    兄貴失格だ、と言いながら、またため息をつく。

    「やだよ、またわたしから離れようとか、そんなこと考えないでね」

    「香奈……」

    「だって、わたしの幸せって、おにいちゃんとこうしていることなんだもん。ずっとふたりで仲良くいられるなら、他に何にもいらないよ」

    もう絶対に離れたくない。

    その思いが強くて、わたしは必死で自分の気持ちをぶつけた。

    「本当に、それでいいのか？」

    「うん、当たり前じゃない……そんなに言うなら、おにいちゃんがこの手でわたしを幸せにしてくれればいいの」

    大好きな兄の大きな手。

    握りしめるだけで、こんなにも安心できる。

    「あ、でもおまえ、あの彼氏のことどうするんだ」

    「拓也には……謝るよ。おにいちゃんがいてくれたら、もう他に彼氏なんていらない」

    我ながらひどいことを言っていると思う。

    きっと後で、麻衣に『勝手過ぎる』なんてこっぴどく叱られるに違いない。

    兄がわたしの胸に顔を埋める。

    「我儘なやつだ……まあ、これからも付き合うって言っても、俺は許さないけどな」

    「いいよ、それで……ねえ、おにいちゃん」

    「なんだ？」

    「ずっと……離さないで……」

    「離れないよ。もう、絶対に」

    自分の気持ちをごまかすのも、嘘をつくこともやめた。

    許されなくたって構わない。

    未来に何が待ち受けているとしても、怖いことなど何もないはずだ。

    だってわたしたちは、世界で一番大切な人と生きていくことを決めたのだから。

    　

    　

    　

    （おわり）

    　

    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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    著者　　　　マイマイ
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    発行日　　　二〇一三年一月発行

    発行所　　　株式会社オリオンブックス
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